
厚生労働大臣が定める掲示事項について 
 

令和７年４月１日現在 

当院は、厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。 

● 入院基本料に関する事項 

当院では、1 日の入院患者人数に対する看護職員を以下のとおり配置し、交代で 24 時間看護を行っていま

す。なお、病棟・時間帯・休日などで看護職員の配置が異なります。また、病棟ごとの配置人数は各病棟に掲

示しております。 

 

一般病棟入院基本料病棟（急性期一般入院料４） 

【４階病棟・５階病棟・６階病棟】 
入院患者１０人に対して看護職員 1 人以上 

 

● ＤＰＣ対象病院に関する事項 

当院は、「ＤＰＣ算定非対象病院」です。入院診療費の算定にあたり、出来高評価にて計算する「出来高算定病

院」であります。現在は、「ＤＰＣ準備病院」として 近畿厚生局へ届出を行っております。 

 

● 入院時食事療養費に関する事項 

当院では入院時食事療養費（Ⅰ）の届出を行っており、管理栄養士によって管理された食事を適時 

（夕食については１８時頃）、適温で提供しております。 

 

● 明細書の発行に関する事項 

当院では領収書の発行の際に、個別の診療報酬の算定項目がわかる明細書を無料で発行しております。公費

負担医療の受給者で医療費の自己負担がない方についても、明細書を無料で発行しております。 

なお、明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されるものですので、その点、御理解いた

だき、明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にてその旨お申し出下さい。 

 

● 入院診療計画、院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制

について 

当院では、入院の際に医師を初めとする関係職員が共同して、患者さんに関する診療計画を策定し、7 日以内

に文書によりお渡ししております。また、厚生労働大臣が定める院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対

策及び栄養管理体制、意思決定支援、身体拘束（抑制）最小化の基準を満たしております。 

 

 

 

 



● 医療情報取得加算及び医療ＤⅩ推進体制整備加算に係る事項について 

当院では医療 DX を推進するための体制として、以下の項目に取り組んでいます。  

・ オンライン資格確認により取得した診療情報・薬剤情報等を活用して診療を実施しています。 

・ マイナ保険証の利用を促進し、医療ＤＸを通じて質の高い医療を提供できるよう取り組んでいます。 

・ 電子処方箋の発行及び電子カルテ共有サービスなどの導入を検討しています。 

 

 

● 後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用促進ならびに一般名処方について 

 

当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組みなどを実施してい

ます。また後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品名を指定するのではなく、薬剤の成分をもとにし

た一般名処方（一般的な名称により処方箋を発行すること）を行う場合があります。 

一般名処方によって特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、患者様に必要な医薬品が提供しやすく

なります。 

 後発医薬品および一般名処方について、ご不明な点などがありましたら、当院薬剤師までご相談ください。 

  

 

● 施設基準の届出状況 

 

当院は、次の施設基準に適合している旨の届出を近畿厚生局へ行っております。 

 

 

【基本診療料】 

 

 医療ＤＸ推進体制整備加算  一般病棟入院基本料（急性期一般入院料４） 

 救急医療管理加算  診療録管理体制加算２ 

 医師事務作業補助体制加算２  医療安全対策加算２、医療安全対策地域連携加算２ 

 感染対策向上加算２、指導強化加算  後発医薬品使用体制加算２ 

 データ提出加算  入退院支援加算、入院時支援加算 

 認知症ケア加算  せん妄ハイリスク患者ケア加算 

 

【特掲診療料】 

 

 小児運動器疾患指導管理料  二次性骨折予防継続管理料１ 

 二次性骨折予防継続管理料２  二次性骨折予防継続管理料３ 

 夜間休日救急搬送医学管理料の注３に規定する    

救急搬送看護体制加算 

 薬剤管理指導料 

 検体検査管理加算（Ⅱ）  ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 

 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ）  運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

 骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植

術に限る。） 

 椎間板内酵素注入療法 

 麻酔管理料（Ⅰ）  看護職員処遇改善評価料３２ 

 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）  入院ベースアップ評価料５１ 

【その他の届出】 

 

 入院時食事療養（Ⅰ）、食堂加算  酸素の購入価格 

 



● 院内掲示が必要な手術実績（令和６年１月１日～１２月３１日における実施件数） 

 

【医科点数表第２章第１０部手術通則第５号及び第６号に掲げる手術】 

【経皮的冠動脈形成術・経皮的冠動脈ステント留置術に関する手術】 
 

区分  区分名 手術件数 

区分１ 

ア 頭蓋骨腫瘤摘出術等 ０ 

イ 黄斑下手術等 ０ 

ウ 鼓室形成手術等 ０ 

エ 肺悪性腫瘍手術等 ０ 

オ 経皮的カテーテル心筋焼灼術 ０ 

区分２ 

ア 靭帯断裂形成手術等 ７０ 

イ 水頭症手術等 ０ 

ウ 鼻副鼻腔悪性腫瘍手術等 ０ 

エ 尿道形成手術等 ０ 

オ 角膜移植術 ０ 

カ 肝切除術等 ０ 

キ 子宮付属器悪性腫瘍手術等 ０ 

区分３ 

ア 上顎骨形成術等 ０ 

イ 上顎骨悪性腫瘍手術等 ０ 

ウ バセドウ病甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉） ０ 

エ 母指化手術等 ０ 

オ 内反足手術等 ０ 

カ 食道切除再建術等 ０ 

キ 同種死体腎移植術等 ０ 

区分４に分類される手術 （神経系・頭蓋）（胸部）（心・脈管）（腹部）（尿路系・副腎）（性器） ０ 

その他 ア 人工関節置換術（肩、股、膝） ８４７ 

イ 乳児外科施設基準対象手術 ０ 

ウ ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 ０ 

エ 冠動脈、大動脈バイパス移植術（人工心肺を使用しないものを含む）及び 

体外循環を要する手術 
０ 

オ 

経皮的冠動脈ステント留置術（急性心筋梗塞に対するもの） ０ 

経皮的冠動脈ステント留置術（不安定狭心症に対するもの） ０ 

経皮的冠動脈ステント留置術（その他のもの） ０ 

経皮的冠動脈粥腫切除術 ０ 

経皮的冠動脈形成術（急性心筋梗塞に対するもの） ０ 

経皮的冠動脈形成術（不安定狭心症に対するもの） ０ 

経皮的冠動脈形成術留置術（その他のもの） ０ 



● 保険外負担に関する事項 

自費料金一覧（令和７年４月１日現在） 

当院では、健康保険の療養に該当しない、保険外負担の料金について、下記のとおり、その使用量、利用回数に

応じた実費の負担をお願いしています。（※消費税込み） 

① 保険外併用療養費 

 

【室料差額】 

適用病室 種別 １日あたり（※税込料金） 

５０３号室 ・ ５０６号室 

６０３号室 ・ ６０５号室 

２床室  

（間仕切り家具付き、シャワー・トイレなし） 
４，４００円 

６０７号室 個室 （シャワー・トイレなし） １１，０００円 

４０３号室 ・ ４０５号室 

４０８号室 ・ ６０８号室 

個室  

（ユニットシャワー＋トイレつき） 
１５，４００円 

６１０号室 個室 （ユニットシャワー＋トイレつき） ２２，０００円 

【時間外診察（自己都合による希望の場合）】 ・・・ ４４０円 

【入院期間が１８０日を超えた日以降の入院料の内、選定療養に係る入院料】 ・・・ ２，１６０円（１日につき） 

 

② 保険外負担料金 

 

【保険外診療等（１回につき）】 

 

種別 価格（消費税込み） 

ＡＰＳ療法 ３３０，０００円 

ＡＳＣ術前検査術前準備代 １３０，０００円 

ＡＳＣ療法（１カ所） （１億個×１） ９７０，０００円 

ＡＳＣ療法（１カ所） （３０００万個×１） ６９５，０００円 

ＡＳＣ療法（１カ所） （３０００万個×３） １，５２０，０００円 

ＡＳＣ療法（１カ所） （５０００万個×１） ７８３，０００円 

ＡＳＣ療法（２カ所） （５０００万個×１） ９７０，０００円 

ＰＲＰ療法（１部位） １１０，０００円 

ＰＲＰ療法（同日２部位） １３２，０００円 

体外衝撃波疼痛治療（自費）（初回） １６，５００円 

体外衝撃波疼痛治療（自費）（２回目以降） ５，５００円 

【文書料（１通あたり）】  

  

種別 価格（消費税込み） 

診断書（病院様式） ３，３００円 

英文診断書（搭乗証明用） ３，３００円 

英文診断書（上記以外） ５，５００円 

生命保険診断書 ６，６００円 

生命保険診断書（測定を要するもの） １１，０００円 

自賠責保険診断書 ６，６００円 

自賠責保険明細書 ６，６００円 

自賠責後遺障害診断書 １１，０００円 

障害年金診断書 １５，０００円 

身体障害者意見書・診断書 １０，０００円 

領収証明書 ２，２００円 



【再発行・複写料等】 

 

種別 価格（消費税込み） 

画像データ（レントゲンなど）ＣＤ－Ｒ １枚につき １，１００円 

院外処方せん再交付  １回につき ７００円 

診察券再発行 １枚につき ２２０円 

カルテ開示 開示手数料 １回につき １，１００円 

カルテ開示 診療記録、検査記録等の複写（コピー） 白黒１枚２０円 

上記以外の文書料、再発行・複写料については受付でお尋ねください。 

 

● 医師の負担に軽減に対する体制の状況について 

 
当院では、以下の項目に取り組んでおります。 

 

・ 医師と医療関係職種、医療関係職種と事務職員における役割分担 

初診時の予診の実施、静脈採血等の実施、入院の説明の実施、検査手順の説明の実施、服薬指導 等  

・ 勤務計画上、連続当直を行わない勤務体制の実施 

・ 交替勤務制・複数主治医制の実施 

 

● 看護職員の負担に軽減に対する体制の状況について 

 
当院では、以下の項目に取り組んでおります。 

 

・ 業務量の調整                    ・ 看護職員と多職種との業務分担 

・ 看護補助者の配置                 ・ 短時間正規雇用の看護職員の活用 

・ 多様な勤務形態の導入              ・ 妊娠・子育て中、介護中の看護職員に対する配置 

・ 夜勤負担の軽減 

 

 

● 敷地内禁煙について 

当院では病院建物内及び敷地内は全面禁煙を実施しておりますのでご協力をお願いします。 

● 感染対策の取り組みについて 

当院では、感染制御のチームを設置し、院内感染状況の把握、抗菌薬の適正使用、職員の感染防止等をおこな

い、院内感染対策を目的とした職員の研修を行っています。 

● 安全管理の取り組みについて 

当院では、安全な医療を提供するために、医療安全管理者等が医療安全管理委員会と連携し、より実効性のあ

る医療安全対策の実施や職員研修を計画的に実施しています。 

 

以 上 

 


